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5
月
21
日
（
火
）
に
プ
ロ

野
球
独
立
リ
ー
グ
・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
リ
ー

グ
（
ル
ー
ト
イ
ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
）

に
所
属
す
る
石
川
ミ
リ
オ
ン
ス

タ
ー
ズ
と
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

２
軍
の
試
合
が
行
わ
れ
る
、
金

沢
市
民
野
球
場
に
て
、
ひ
ゃ
く

ま
ん
穀
を
使
用
し
た
お
に
ぎ
り

を
試
合
開
始
前
に
来
場
者
に
配

り
、
お
米
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

職
員
は
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
で
す
！
」「
お

に
ぎ
り
を
食
べ
て
応
援
お
願
い
し

ま
す
」
と
来
場
者
に
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
多
く
の
観
戦
客
で

賑
わ
い
、
試
合
開
始
前
に
は
用
意

し
た
お
に
ぎ
り
２
５
０
個
は
す
べ

て
配
り
終
え
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
試
合
中
に
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー
ル
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
観
戦
者
へ
松
ち
ゃ

ん
ご
飯
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
。

　

松
南
支
店
で
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
春
・
秋
・
冬
に
行
わ
れ
て
い
る
交
通

安
全
週
間
中
に
、
管
内
の
松
南
小
学
校
通

学
路
に
て
、
毎
朝
横
断
旗
を
手
に
児
童
の

登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。
期
間
中
は
支
店

職
員
が
交
代
で
横
断
歩
道
に
立
ち
、
通
学

す
る
児
童
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

取
り
組
み
を
始
め
今
年
で
４
年
目
と
な

り
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
啓
発
活
動
を
継
続
し
ま
す
！

　

5
月
15
日
（
水
）、
松
任
地
区
に

あ
る
9
小
学
校
に
対
し
、
交
通
安
全

活
動
で
使
用
す
る
横
断
旗
２
７
０
本

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

竹
山
組
合
長
ら
3
人
が
白
山
市
役

所
を
訪
れ
、松
井
教
育
長
に
手
渡
し
、

竹
山
組
合
長
は
「
児
童
が
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
事
故
防
止
に
努
め

て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
平
成
28
年
か
ら
始
め
、

今
年
で
4
度
目
と
な
り
ま
す
。

石
川
ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
の
試
合
前
に

ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
お
に
ぎ
り
を
配
布
し
ま
し
た

児
童
の
事
故
を
防
止
！
通
学
路
で

街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た

交
通
横
断
旗
寄
贈
式
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Ｊ
Ａ
松
任
と
障
害
者
就
労
支
援
施

設
「
生
き
が
い
ワ
ー
ク
ス
白
山
」
は

6
月
4
日
（
火
）、
市
役
所
の
山
田

憲
昭
市
長
を
訪
ね
、
農
業
と
福
祉
が

連
携
す
る
「
農
福
連
携
」
で
製
造
し

た
、「
白
山
麓
ジ
ビ
エ
（
鹿
）
白
山

ト
マ
ト
カ
レ
ー
」
の
紹
介
を
し
ま
し

た
。

　

カ
レ
ー
に
使
う
ト
マ
ト
は
、
大
き

さ
や
形
で
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
規
格
外
の
ト
マ
ト
を
Ｊ
Ａ
松
任
が

無
償
提
供
し
、
地
元
産
ト
ウ
ガ
ラ
シ
「
剣
崎
な
ん
ば
」
や
白
山
麓

の
シ
カ
肉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
酸
味
と
程
よ
い
辛
さ
が
特
長
の

カ
レ
ー
で
す
。
試
食
し
た
山
田
市
長
は
「
ト
マ
ト
の
酸
味
が
効
い

て
と
て
も
お
い
し
い
。
市
で
取
れ
る
食

材
を
活
か
し
障
害
者
の
雇
用
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
の
提
供
は
、市
の
仲
介
で「
生

き
が
い
ワ
ー
ク
ス
白
山
」
を
紹
介
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
い
ど
さ
ん
市
場
や
道
の
駅
め
ぐ
み
白

山
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
に
て
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
。

【全体運】感受性が豊かになってい
ます。オペラやお芝居などの舞台
作品を楽しんでみては。美術館を
巡るのも良い刺激に
【健康運】運動を日課にすれば、体
調が上向くはず
【幸運の食べ物】エダマメ

【全体運】自己アピールに最適。やっ
てみたかったことにチャレンジを。
外出するとラッキーハプニングに
出合える予感も
【健康運】食生活を見直す好機。体
質改善に効果が
【幸運の食べ物】ズッキーニ

【全体運】知的好奇心が旺盛になる
時期。人気ジャンルほど耳寄りな
情報をキャッチしやすいかも。日
帰り旅行もお勧め
【健康運】体力の過信はNG。準備
運動も忘れずに
【幸運の食べ物】スズキ

【全体運】自己主張が強くなる暗示。
特に家族など、親しい人に強引さ
が出やすいので、反省を。気分転
換には散歩が有効
【健康運】良好。体を動かすことで、
開運の兆し
【幸運の食べ物】桃

【全体運】共通の楽しみを持つ仲間
との交流が幸運。飲み会などに誘
われたら、気軽に参加を。新しい
趣味を始めるのも◎
【健康運】睡眠の質を高めれば、調
子が上がりそう
【幸運の食べ物】ニンニク

【全体運】何かと迷いが生じやすい
傾向に。1人で悩まず、信頼でき
る相手に相談を。リフレッシュす
るには足湯が正解
【健康運】行動力は増すものの、小
さなけがに注意
【幸運の食べ物】アワビ

【全体運】注意力が散漫になりやす
い月。慣れている作業でも確認は
必須です。また、独断で動くと問
題を呼ぶ可能性あり
【健康運】安泰。血行促進を図ると、
なおグッド
【幸運の食べ物】シジミ

【全体運】伸びやかムード。活躍の
場が広がりそうなので、積極的に
アクションを起こしてみて。国際
交流イベントにつき
【健康運】暑さ対策を怠りなく。適
度な水分補給を
【幸運の食べ物】ナス

【全体運】対人運が不安定。苦手意
識を抱いている相手と意見がぶつ
かりがち。また、過去を蒸し返し
ても収穫はなさそう
【健康運】動きたくなる期間。スポー
ツを満喫して
【幸運の食べ物】アンズ

【全体運】極端な考え方をして、ト
ラブルメーカーになりやすいもよ
う。すぐ行動に移さず、まずは周
囲の助言に耳を傾けて
【健康運】体の柔軟性アップで運気
にも良い影響が
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運】平凡な日々に物足りなさ
を感じがち。でも、刺激を求め、
行き当たりばったりで動くと失敗
する気配。計画的に
【健康運】調子が悪いときはケア優
先。休養に努めて
【幸運の食べ物】青トウガラシ

【全体運】オープンな態度が好運の
呼び水に。みんなに笑顔で話し掛
けて。レジャー運良好なので、仲
間との外出も大賛成
【健康運】生活のリズムを整えて。
ラジオ体操も吉
【幸運の食べ物】大葉

3

農
福
連
携
で
製
造
し
た

カ
レ
ー
の
紹
介
を
し
ま
し
た
！

牡羊座　　　
3/21〜 4/19

牡牛座　　　
4/20〜 5/20

双子座　　　
5/21〜 6/21

蟹座　　　　
6/22 〜 7/22

獅子座　　　
7/23〜 8/22

天秤座　　　
9/23〜 10/23

蠍座　　　　
10/24 〜 11/22

乙女座　　　
8/23〜 9/22

水瓶座　　　
1/20〜 2/18

魚座　　　　
2/19 〜 3/20

山羊座　　　
12/22〜 1/19

射手座　　　
11/23〜12/21

7 月
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第
4
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
の
第
9
回
講
座
を
、
5

月
22
日
（
水
）、
白
山
石
川
広
域
消
防
本
部　

松
任

消
防
署
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
救
命
を
学
ぼ

う
！
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
を
受
講
し
て
、
証
明
書
を
獲

得
。～
身
に
着
け
よ
う
。大
切
な
命
を
守
り
た
い
。～
」

を
テ
ー
マ
に
救
命
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
実
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
突
然
の
け
が

や
病
気
の
時
の
応
急
手
当
と
救
命
処
置
に
つ
い
て
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
の
仕
方
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
方
か
ら
は
、「
消
防
署
に
入
る
の
は

初
め
て
。
こ
ん
な
に
立
派
な
施
設
に
入
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
い
ろ
ん
な
場

所
で
見
か
け
る
け
ど
、
使
用
方
法
を
学
べ
て
良

か
っ
た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
が
万
一
の
時
に
、
光
の
速
さ
で
駆

け
つ
け
て
く
れ
る
救
急
隊
員
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
が
い
ざ
と
い
う
時
に

少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

次
回
は
、
第
10
回
講
座
「
か
わ
り
筆
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

第
5
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
の
第
2
回
講
座

を
5
月
28
日
（
火
）、
講
師
に
出
口
泰
也
先

生
を
お
迎
え
し
、
Ｊ
Ａ
松
任
本
店
大
会
議
室

及
び
選
果
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
1
時
間
程
度
「
野
菜
作
り
で

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」、「
プ
ラ
ン
タ
ー
栽

培
の
留
意
点
」
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
そ

の
後
選
果
場
に
移
動
し
深
め
の
プ
ラ
ン
タ
ー

で
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
苗
の
植
え
方
を
教
わ
り
ま

し
た
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
野
菜
作
り
は
初
め
て
な
の
で
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」、「
ど
う
し
た
ら
甘
い
野
菜

に
な
る
か
、な
ぜ
水
管
理
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
」

等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
も

ち
ろ
ん
、是
非
他
の
野
菜
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
先
生
の
よ
う
に
野

菜
と
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。

　

次
回
は
、
第
3
回
講
座
「
ヨ
ガ

で
素
敵
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
体
験
を
☆
」

を
開
催
し
ま
す
。

“
第
４
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
”
第
９
回
講
座

救
命
を
学
ぼ
う
！
を
開
催
し
ま
し
た

“
第
５
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
”
第
２
回
講
座

プ
ラ
ン
タ
ー
で
家
庭
菜
園
を
開
催
し
ま
し
た
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★ＪＡ松任ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ 住宅ローン相談会開催のご案内★

日時 ： 令和元年７月20日（土）・21日（日）

6月22日（土）・29日（土）

時間 ： 8：30～17：00

場所 ： JA松任ローンセンター
白山市村井町1780番地 TEL076-274-1473

☆6月・7月の土・日曜営業日のご案内☆

■松任石川

中央病院

■イオン松任

さ ん

国道８ 号線

Ｊ Ａ ｸﾞ ﾘ ﾝー

まいどさん

市場中央支店

Ｊ Ａ 松任

本店 Ｊ Ａ 松任

カープラザ

JA松任

ローンセンター

金沢→←小松

7月 6日（土）・13日（土）・20日（土）・21日（日）・27日（土）

農業用廃プラスチック類回収のご案内

正しい処理で清潔な環境を !!  野焼きや不法投棄は法律で罰せられます。
　農業用廃プラスチック類（使用済のビニールや、農薬空容器、肥料空袋など）は産業廃棄物です。
　適正な処理を行うため、以下のとおり JAでの回収処理にご協力下さい。
◆◆回収日程◆◆
　　　●回収日　　　令和元年6月19日（水）
　　　●回収時間　　午前9時〜正午
　　　●回収場所　　JA松任中央カントリー前（村井町）
　　　●農家負担額　塩ビ系（農ビ・塩ビパイプ等）・・・・・・・・・・・・55円 /kg（税込）
　　　　　　　　　　ポリエチレン系（農ポリ・肥料空袋・農薬空容器・育苗箱等）・・・55円 /kg（税込）
　　　　　　　　　　＊搬入の際は「塩ビ系」と「ポリエチレン系」を分別して下さい。

お問い合わせ先　営農資材課　TEL 274-1471

　

特
別
企
画
２
０
１
９
は
、
第
1
～
5
期
生
を
対
象

に
募
集
を
行
い
、
5
月
30
日
（
木
）
に
40
名
の
参
加

者
と
福
井
方
面
へ
日
帰
り
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
訪
れ
た
大
安
禅
寺
で
は
「
一
に
掃
除
二

に
笑
顔
三
四
元
気
に
お
か
げ
さ
ま
」
と
い
う
和
尚
さ

ん
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
、
約
80
分
間
笑
い
が

絶
え
ず
心
と
体
が
ポ
カ
ポ
カ
暖
か
く
な
る
よ
う
な
法

話
で
し
た
。

　

午
後
に
訪
問
し
た
め
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
近
代

的
な
建
物
で
、
最
新
モ
デ
ル
の
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
に
訪
れ
た
丸
岡
城
で
は
、
急
傾
斜
の
階
段

を
力
い
っ
ぱ
い
ロ
ー
プ
を
握
っ
て
登
り
日
本
最
古
の
天
守
閣
で
景
色
を
堪
能
し
、

日
本
一
短
い
手
紙
の
館
で
は
心
が
こ
も
っ
て
い

れ
ば
ど
ん
な
に
短
い
文
章
で
も
想
い
が
伝
わ
る

こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
帰
り
旅
行
の
感
想
と
し
て
、「
一

日
思
い
っ
き
り
よ
く
歩
き
、お
し
ゃ
べ
り
を
し
、

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま

し
た
」、「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
で
き
、

近
隣
で
も
新
し
い
発
見
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
松
任
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
あ
さ
姫
ス

ク
ー
ル
の
皆
さ
ん
に
、
笑
顔
溢
れ
る
企
画
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
特
別
企
画
２
０
１
９

“
大
人
の
社
会
科
見
学
”
～
生
き
生
き
法
話
と
日
本
一
短
い

手
紙
の
館
等
見
学
～
を
開
催
し
ま
し
た
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5
月
15
日
（
水
）、
松
任
海
浜
公
園
に
お
い
て
、「
第
8
回
Ｊ
Ａ
松
任
年
金
友
の

会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春
季
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
15
地
区
、
２
１
７
名
（
男
性
１
２
４
名
、
女
性
93
名
）
で
、

32
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
の
団
体
戦
と
個
人
戦
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
団
体
戦
上
位
5
チ
ー
ム
30
名
が
、
来
る
10
月
11
日
（
金
）
か
ほ
く
市

高
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
、
第
15
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
石
川
年

金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

　

優　

勝　

宮
保
地
区

　

準
優
勝　

林
中
地
区

　

第
3
位　

加
賀
野
地
区

　

第
4
位　

笠
間
地
区

　

第
5
位　

山
島
地
区

【
男
性
の
部
】

　

優　

勝　

宮
川　

長
一
（
宮
保
）

　

準
優
勝　

横
井　
　

彰
（
宮
保
）

　

第
3
位　

高
田　
　

斉
（
山
島
）

【
女
性
の
部
】

　

優　

勝　

田
中　

佳
子
（
林
中
）

　

準
優
勝　

佐
々
木
み
ち
子
（
山
島
台
）

　

第
３
位　

大
本　

雅
子
（
郷
）

　

Ｊ
Ａ
松
任
酪
農
部
会
は
、
5
月

16
日
（
木
）
に
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
ハ
エ
防
除
出
発
式
を
本
店

前
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
牛
舎
の
環
境
美
化
運
動

の
一
環
で
あ
り
、
７
名
の
部
会
員

全
員
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
発
式
で
は
、
東
方
営
農
部
長

よ
り
、『
こ
の
活
動
は
、
牛
舎
の
環

境
美
化
と
衛
生
管
理
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
』
と
部
会
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
高
来
部
会
長
は
、

『
牛
舎
の
環
境
整
備
を
徹
底
し
、
安

全
で
安
心
な
牛
乳
を
生
産
し
ま
す
』

と
応
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
松
任
酪
農
部
会
で
は
、
お

い
し
い
牛
乳
を
皆
様
方
に
供
給
す

る
た
め
、
引
き
続
き
活
動
を
行
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
松
任
年
金
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春
季
大
会

Ｊ
Ａ
松
任
酪
農
部
会

ハ
エ
防
除
出
発
式
を
行
い
ま
し
た

団体優勝　宮保地区
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７月２0 ・２1日（土・日）

～カープラザよりお知らせ～

　

5
月
29
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
Ｊ

Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
県
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
30
年
度
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ
を
表
彰
す
る
式
典

で
、
石
川
県
下
２
８
６
名
の
う
ち
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
5
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
、
組
合
員
お
よ
び
利
用
者
の
方
々
に
「
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
共

済
」
を
目
指
し
ま
す
。

★
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

銅
賞

　
　

八
朔　

克
美
（
北
星
支
店
）

　
　

中
川　

幸
平
（
北
星
支
店
）

　

銅
賞
・
新
人
賞

　
　

山
村　

涼
太
（
中
央
支
店
）

　

新
人
賞

　
　

高
井　

翔
悟
（
中
央
支
店
）

　
　

窪
田　

陽
一
（
西
南
支
店
）

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
表
彰
式
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七郎町

宮
み や

下
し た

　あかり　ちゃん（6歳8ヶ月）

　　　大
た い

輝
き

　くん（4歳2ヶ月）

　　　あいか　ちゃん（1歳8ヶ月）

父　幸
ゆ き

大
ひ ろ

 さん　母　今
き ょ う

日子
こ

 さん

御影堂町
（写真左から）

本
ほ ん

多
だ

　紬
つむぎ

　ちゃん（2歳6ヶ月）

（従姉妹）恵
え

良
ら

　はぐ実
み

　ちゃん（2歳8ヶ月）

（従兄弟）久
く

保
ぼ

田
た

　結
ゆ い

翔
と

　くん（1歳11ヶ月）

紬ちゃんの父　雄
ゆ う

規
き

 さん　紬ちゃんの母　和
わ

華
か

 さん

体を動かすことが大好きな虹心ちゃん。
ごはんいっぱい食べて、元気いっぱい、
幸せいっぱい！大きく育ってね！！

頼れるしっかり者の長女、 優しくて甘え
上手な長男、ちゃっかりマイペースな次
女、 3 人仲良く元気に大きくなってね。

ダンスや歌で楽しませてくれる
紬。いとこと集まれば元気倍
増！わいわいキャーキャーとっ
ても賑やか。３人仲良く元気
に育ってね！

博労3丁目

徳
と く

用
も と

　虹
こ こ ろ

心　ちゃん（1歳）

父　翔
しょう

太
た

 さん　母　栄
さ か

枝
え

 さん
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元気いっぱいのさくら組からは、いつも笑い声が聞こえます。先日、地域の方や、おじいちゃんおばあちゃんの力を借りて、野菜とさつま芋の苗を植えました。毎日「大きくなーれ！」「おいしくなーれ！」と水やりを頑張っています。保育園生活最後の年、いっぱい遊んで心も体も大きくなってね。

相
川
町
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
松
任
福
祉
会  

は
ま
な
す
保
育
園

　（
園
長
　
宮み

や

子こ　

征せ
い

士じ

　
先
生
）

さ
く
ら
組
　
21
名
（
男
児
　
7
名
、
女
児
　
14
名
）

　
担
任
　
佐さ

野の　

美み

恵え

子こ

　
先
生
、
柿か

き

島し
ま　

加か

代よ

　
先
生

　
　
　
　
松ま

つ

本も
と　

愛あ
い

　
先
生
、
藤ふ

じ

野の　

陽よ
う

子こ

　
先
生

今年から新しい園庭が使えるよ
うになり、外遊びがさらに楽しく

なりました。

皆で花の種をまいたり、体育でマ
ラソンを頑張ったり…たくさんの

思い出を作っていこうね！！

村井町
　社会福祉法人

　　　　松任福祉会  認定こども園恵愛　（園長　浜
はま

田
だ

　恵
けい

　先生）

　　すぎの木組・もみの木組　
44名（男児　19名、女児　2

5名）

　　担任　木
きの

下
した

　絵
え

梨
り

香
か

　先生、安
やす

田
だ

　実
み

央
お

　先生、井
いの

上
うえ

　岬
みさき

　先生、小
こい

泉
ずみ

　恵
めぐみ

　先生

先生からの連絡帳

先生からの連絡帳
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津
田
駒
工
業
㈱
松
任
工
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
各
地
区
、
各
支
部
よ
り
７
チ
ー
ム
、
100
名
余
り
の
盟
友
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

1
試
合
5
イ
ニ
ン
グ
45
分
以
内
（
決
勝
戦
は
無
制
限
）
の
も
と
、
当
日
は

9
時
15
分
よ
り
2
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
中
央
支
部
Ａ
チ
ー
ム
と
北
星
支
部
が
ぶ
つ
か
り
、
序
盤
か

ら
互
い
に
点
数
の
取
り
合
い
が
続
き
、
5
回
表
の
攻

撃
に
北
星
支
部
が
勝
ち
越
し
、
優
勝
に
王
手
と
し
ま

し
た
が
、
そ
の
裏
の
攻
撃
で
中
央
Ａ
が
劇
的
に
サ
ヨ

ナ
ラ
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
6
対
5
で
北
星

支
部
を
下
し
、
優
勝
を
も
ぎ
取
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

中
央
支
部
Ａ

　

準
優
勝　

北
星
支
部

　

第
３
位　

西
南
支
部
石
川
地
区

【
第
11
回
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
】

～
地
域
交
流
部
～

　

第
11
回
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
6
月
2
日
（
日
）
に

【
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
9
開
催
】

～
農
業
理
解
促
進
部
～

　

5
月
11
日
（
土
）、旧
松
任
管
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
9
ヶ
所
で
、グ
リ
ー

ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
定
植
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
違
っ
た
事
を
し
よ
う
！
と
の
声
か
ら
バ
ケ
ツ
で
お
米
を
育

て
る
「
バ
ケ
ツ
稲
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
か
ら
25
名
、
児
童
約
100
名
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
先
生
や
保
護
者
約
15

名
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
開
催
場
所
の
学
童
へ
向

か
う
中
、
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
気
に
な
り
ま
し

た
が
、始
ま
っ
て
み
る
と「
久
々
に
泥
に
触
っ
た
！
」

「
土
の
中
が
暖
か
い
」
な
ど
賑
や
か
で
し
た
。
田

ん
ぼ
で
苗
を
植
え
る
わ
け
で
は
無
い
の
で
、
泥
だ

ら
け
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
予
想
し
ま
し
た
が
、

終
わ
っ
て
み
る
と
服
に
泥
が
付
い
て
い
る
子
が
チ

ラ
ホ
ラ
…
さ
す
が
は
子
ど
も
た
ち
、
良
い
意
味
で

予
想
を
裏
切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
バ
ケ
ツ
稲
の
生
育
を
見
守
り
変
化
を
感

じ
、
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
東
大
寺
領
横
江
荘　

荘
園
ま
つ
り
】

～
中
央
支
部
青
年
部
～

　

5
月
18
日
（
土
）
横
江
町
内
圃
場
に
て
「
東
大
寺
領
横
江
荘　

荘
園
ま
つ
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
横
江
荘
立
荘
１
２
０
０
年
を
機
に
開
催

さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
よ
う
と
、
今
年

は
我
々
中
央
支
部
も
古
代
米
の
田
植
え
な
ら
び
に

ポ
ン
菓
子
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
植
え
で
は
泣
い
て
拒
む
子
供
を
説
得
し
一
緒

に
田
ん
ぼ
に
入
り
、
一
歩
一
歩
足
を
抜
く
の
に

苦
労
し
な
が
ら
も
な
ん
と
か
苗
を
植
え
て
い
く
と

い
っ
た
普
段
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

ポ
ン
菓
子
作
り
で
は
お
馴
染
み
の
「
ボ
ン
っ
！
」

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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5
月
6
日
（
月
）
に
水
島
町
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
、
盟
友
と
そ
の
家

族
約
40
名
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
約
８
０
０
粒
の
種
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
週
間
後
の
5
月
19
日
（
日
）
に
上
安
田
町
の
畑
に
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と

サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
地
域
の
方
に
畑
を
耕
し
て
頂
き
、

畝
立
て
、
マ
ル
チ
張
り
、
定
植
作
業
を
盟
友
と
そ

の
家
族
40
名
ほ
ど
で
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い
を
込

め
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
達
に
は
畑
の
看
板
も
作
っ
て
も
ら
い
、
よ

り
愛
着
が
湧
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
カ
ラ
ス
被
害
に
遭
い
残
念
な
結
果
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
鳥
避
け
を
し
っ
か
り
行
い

地
域
の
方
に
お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

【
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
定
植
】～

石
川
地
区
青
年
部
～

　

石
川
地
区
青
年
部
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
を
行
い

ま
し
た
。

【
サ
ツ
マ
イ
モ
定
植
】

～
宮
保
地
区
青
年
部
～

　

宮
保
青
年
部
で
は
5
月
12
日
（
日
）
に
宮
保
公
民

館
子
供
会
と
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ

の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
畝
作
り
は
、
平
日
の
夕
方
に
盟
友
た
ち
が

集
合
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
鍬
を
使
っ
て
の
作

業
は
不
慣
れ
も
あ
り
難
し
さ
を
実
感
し
、
耕
運
機
の

登
場
は
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
歓
喜
に
沸
き
ま
し
た
。

　

5
月
に
入
り
良
す
ぎ
る
ほ
ど
の
好
天
が
続
い
て
い

た
の
で
、
畑
の
状
態
が
よ
く
子
供
た
ち
と
楽
し
く
ワ

イ
ワ
イ
と
定
植
を
行
え
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
が
今
か
ら
大
変
楽
し
み
で
す
。

豊
作
を
期
待
し
な
が
ら
実
り
の
秋
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
剣
崎
な
ん
ば
味
噌
づ
く
り
】～

林
中
地
区
青
年
部
～

　

林
中
青
年
部
で
は
毎
月
第
3
土
曜
日
に
剣
崎
な
ん
ば
味
噌
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　

剣
崎
な
ん
ば
を
使
用
し
て
い
る
た
め
と
て
も
辛
い
で
す
が
、
は
ち
み
つ
等

を
混
ぜ
る
こ
と
で
マ
イ
ル
ド
な
味
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。「
ク
セ
に
な
る
味
」と
し
て
地
元
で
は
有
名
で
、

ご
は
ん
や
き
ゅ
う
り
な
ど
の
野
菜
に
つ
け
て
食
べ
る

と
よ
り
味
が
引
き
立
っ
て
美
味
し
い
で
す
。

　

以
前
は
直
売
所
の
ま
い
ど
さ
ん
で
し
か
販
売
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
売
れ
行
き
が
良
い
た
め

販
路
を
拡
大
し
て
、
金
沢
駅
構
内
に
あ
る
Ａ
ガ
イ
ヤ

や
Ａ
コ
ー
プ
な
ど
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

と
大
き
な
音
が
な
る
度
に
子
供
達
は
と
て
も
盛
り
上
が
り
、
大
喜
び
で
ポ
ン

菓
子
を
手
に
す
る
姿
に
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
古
代
米
の
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
、
モ
チ
モ
チ
し
た
食
感
で

と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
商
品
化
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

の
で
皆
さ
ん
も
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

　

古
代
米
を
使
っ
て
の
ポ
ン
菓
子
作
り
が
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
で
き
な

か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況
で
参
加
者
の
多
く
の
笑
顔

が
溢
れ
る
中
、
青
年
部
と
し
て
参
加
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。



No.543

12

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
栽
培
期
間
］
じ
か
ま
き
で
は
、
5
月
下

旬
か
ら
6
月
中
旬
に
種
ま
き
し
、
収
穫

最
盛
期
は
7
～
9
月
で
す
。

［
畑
の
準
備
］
畑
に
1
平
方
ｍ
当
た
り

苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
散
布
し
、
種

ま
き
の
1
週
間
前
に
は
化
成
肥
料

（N
-P-K=10-10-10%

）
１
０
０
ｇ
と

堆
肥
１
ｋ
ｇ
を
施
し
、
幅
90
ｃ
ｍ
の
栽

培
床
（
ベ
ッ
ド
）
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
発
芽
の
適
温
は
30
度
程
度
と

高
温
の
た
め
、
早
ま
き
し
な
い
こ
と
。

準
備
し
た
栽
培
床
に
2
条
、
条
間
50
ｃ

ｍ
、
株
間
30
ｃ
ｍ
と
し
て
、
1
カ
所
4

～
5
粒
の
点
ま
き
に
し
ま
す
。
な
お
、

セ
ル
ト
レ
イ
で
苗
を
作
り
、
本
葉
4
～

5
枚
の
苗
を
植
え
付
け
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。

［
管
理
］
間
引
き
は
2
回
に
分
け
て
行
い
、

本
葉
4
～
5
枚
ま
で
に
1
本
に
し
ま

す
。
草
丈
が
60
～
70
ｃ
ｍ
の
と
き
、
地

面
か
ら
40
～
50
ｃ
ｍ
の
高
さ
で
摘
芯
し

ま
す
。
追
肥
は
2
～
3
週
間
置
き
に
1

平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
50
ｇ
程
度
を

施
用
し
ま
す
。
茎
が
赤
み
を
帯
び
て
き

た
ら
肥
料
の
不
足
で
す
。
ま
た
、
十
分

に
灌
水
（
か
ん
す
い
）
す
れ
ば
、
柔
ら

か
い
葉
が
収
穫
で
き
ま
す
。

［
収
穫
］
収
穫
方
法
は
、
側
枝
に
2
～
3

節
を
残
し
て
、
20
ｃ
ｍ
く
ら
い
の
先
端

葉
を
切
り
取
り
ま
す
。
盛
夏
に
は
2
週

間
置
き
に
収
穫
で
き
ま
す
。
な
お
、
花

は
9
月
ご
ろ
か
ら
開
花
し
、
10
月
に
は

結
実
（
さ
や
）
し
ま
す
。

　

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
、
暑
い
ほ
ど
生
育
が
旺

盛
な
野
菜
。
別
名
「
シ
マ
ツ
ナ
ソ
」「
タ

イ
ワ
ン
ツ
ナ
ソ
」
と
も
呼
ば
れ
る
ア
オ
イ

科
の
1
年
生
植
物
で
、
主
に
エ
ジ
プ
ト
を

中
心
に
北
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
王
が
病

気
に
な
り
、
医
師
が
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
ス
ー
プ

を
飲
ま
せ
る
と
た
ち
ま
ち
全
快
し
た
こ
と

か
ら
、「
王
様
の
野
菜
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
、
β-

カ
ロ

テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
な
ど
が
豊
富
な
野
菜

で
す
。
葉
を
刻
む
と
粘
り
が
出
ま
す
。
た

だ
し
、子
実
に
は
有
毒
物
質
を
含
む
た
め
、

さ
や
の
付
い
た
茎
葉
は
食
べ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

［
品
種
］
日
本
に
導
入
さ
れ
て
い
る
品
種

は
同
系
統
と
思
わ
れ
、
品
種
分
化
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
。「
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
」
と
し
て

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
高
気
圧
が
優
勢
に
な
る

と
、
北
海
道
か
ら
関
東
に
か
け
て
の
太
平
洋

側
で
は
、
冷
た
い
東
寄
り
の
風
が
吹
き
、
低

温
と
日
照
不
足
に
な
り
ま
す
。こ
の
風
は「
や

ま
せ
（
山
背
）」
と
呼
ば
れ
、
夏
に
冷
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

１
９
９
３
年
は
、
や
ま
せ
が
吹
い
た
日
が

多
く
、
東
北
の
太
平
洋
側
を
中
心
に
記
録
的

な
低
温
に
な
り
、
水
稲
の
生
育
が
遅
れ
る
な

ど
農
作
物
へ
の
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
年
は
、
九
州
か
ら
東
北
に
か
け
て

の
梅
雨
明
け
が
特
定
で
き
な
い
ほ
ど
で
、
夏

ら
し
い
夏
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

極
端
な
低
温
が
続
か
な
く
て
も
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
高
気
圧
が
で
き
る
と
、
数
日
間
低

温
が
続
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
。こ
の
時
期
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
高
気
圧
に
注
目
し
て
天
気

図
を
見
る
と
良
さ
そ
う
で
す
。
た
だ
、
天
気

図
を
見
て
「
や
ま
せ
を
『
止
（
や
）
ま
せ
』
て
」

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
低
温
対
策
を
取
っ
て

被
害
を
最
小
限
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

夏
に
強
い
ス
タ
ミ
ナ
野
菜
　
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

園
芸
研
究
家
●
成
松　

次
郎

や
ま
せ

気
象
予
報
士（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）　

●
檜
山　

靖
洋
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●
第
4
回
理
事
会
〔
本
店
〕

　
　6
月
19
日
水
16
時
〜

●
第
5
回
理
事
会
〔
白
山
市
松
任
文
化
会
館
〕

　
　6
月
22
日
土

●
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　
　6
月
19
日
水
9
時
〜
12
時

●
女
性
の
会
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
〔
本
店
〕

　
　6
月
20
日
木
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　6
月
24
日
月
13
時
〜
14
時
30
分

　
　6
月
27
日
木
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　7
月
1
日
月
13
時
〜
14
時
30
分

　
　7
月
4
日
木
13
時
〜
16
時
30
分

　
　7
月
8
日
月
13
時
〜
14
時
30
分

　
　7
月
11
日
木
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　7
月
18
日
木
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　7
月
22
日
月
13
時
〜
14
時
30
分

●
第
48
回
通
常
総
代
会
〔
白
山
市
松
任
文
化
会
館
〕

　
　6
月
22
日
土
13
時
30
分
〜

　
　

●
第
5
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
第
3
回
健
康
講
座

　〔松
任
運
動
公
園
〕

　
　6
月
26
日
月
13
時
30
分
〜
15
時

●
女
性
の
会
着
付
け
ク
ラ
ブ
〔
本
店
〕

　
　6
月
25
日
火
14
時
〜
15
時
30
分

　
　7
月
9
日
火
14
時
〜
15
時
30
分

●
年
金
相
談
会
〔
西
南
支
店
〕

　
　7
月
16
日
火
18
時
〜
20
時

●
女
性
の
会
料
理
ク
ラ
ブ
〔
一
木
公
民
館
〕

　
　7
月
8
日
月
18
時
30
分
〜
21
時

●
園
芸
相
談

　
　毎
週
月
曜
日

　9
時
〜
12
時

●
打
越
お
茶
試
飲
会

　
　6
月
22
日
土

●
た
ま
ご
特
売

　
　6
月
26
日
水

●
お
肉
（
1
割
引
き
）

　
　6
月
29
日
土

●
お
米
ス
タ
ン
プ
2
倍

　
　毎
週
火
・
木
曜
日

●
洗
車
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

※
松
任
S
S
の
み

　
　6
月
30
日
日
ま
で

●
給
油
割
引
ク
ー
ポ
ン
発
券

　
　6
月
21
日
金
〜
6
月
30
日
日
ま
で

Ｊ
Ａ
松
任

ま
い
ど
さ
ん
市
場

Ｊ
Ａ
松
任
Ｓ
Ｓ

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

　（
令
和
元
年
6
月
18
日
〜
7
月
22
日
）

【
第
2
回
理
事
会
】� —

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

令
和
元
年
5
月
15
日
（
水
）
午
後
4
時
30
分
開
催

　

第
2
回
理
事
会
に
は
4
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
5
件
の
報
告
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議　
　

件

●�

第
1
号
議
案　

第
48
回
通
常
総
代
会
の
開
催
並
び
に
付
議
事
項
に
つ
い
て

　

6
月
22
日
（
土
）
に
第
48
回
通
常
総
代
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
、
総
代
会
に
は
11
件

の
議
案
提
出
と
報
告
事
項
が
4
件
報
告
さ
れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
2
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　
「
役
員
報
酬
審
議
会
」
を
踏
ま
え
、
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
3
号
議
案　

賦
課
金
の
額
、賦
課
方
法
、徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
（
総

代
会
付
議
事
項
）

　

賦
課
金
の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
4
号
議
案　

学
識
経
験
理
事
候
補
及
び
学
識
経
験
監
事
候
補
、
員
外
監
事
候
補
、

認
定
農
業
者
等
理
事
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

学
識
経
験
理
事
候
補
１
名
及
び
学
識
経
験
監
事
候
補
１
名
、
員
外
監
事
候
補
１
名
及

び
認
定
農
業
者
等
理
事
候
補
2
名
の
推
薦
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

①�

会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

�　

平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
、
本
年
度
に
会

計
監
査
人
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
会
計
監
査
人
候
補
者
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

②�

固
定
資
産
の
処
分
状
況
に
つ
い
て
（
総
代
会
報
告
事
項
）

　

�　

平
成
30
年
度
は
、
処
分
予
定
物
件
2
件
（
石
川
倉
庫
敷
地
一
部
、
旧
林
中
支
店
事

務
所
）
の
売
却
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③�

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ
い
て
（
総
代
会
報
告
事
項
）

　

�　

個
々
の
経
営
体
お
よ
び
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
、

社
会
全
体
か
ら
盤
石
の
信
頼
を
得
る
た
め
の
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

④
組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�　

正
組
合
員
2
名
、
准
組
合
員
9
名
の
組
合
員
加
入
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
そ
の
他

　

�　

組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

【
第
3
回
理
事
会
】� —

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

令
和
元
年
5
月
31
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
開
催

　

第
3
回
理
事
会
に
は
8
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
1
件
の
報
告
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
令
和
元
年
5
月
に
実
施
さ
れ
た
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
及
び

監
事
監
査
の
監
査
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議　
　

件

●�

第
1
号
議
案　

平
成
30
年
度
（
第
48
年
度
）
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
承
認
に
つ

い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

平
成
30
年
度
（
第
48
年
度
）
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
承
認
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
2
号
議
案　

中
期
3
ヵ
年
計
画
（
令
和
元
年
度
～
令
和
3
年
度
）
の
設
定
に
つ
い

て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

令
和
元
年
度
か
ら
始
ま
る
中
期
3
ヵ
年
計
画
は
、
引
き
続
き
「
農
業
と
地
域
と
く
ら

し
を
支
え
る
親
し
み
あ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
す
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
基
本
方
針
・
基

本
目
標
・
事
業
別
重
点
計
画
・
総
合
財
務
計
画
・
総
合
損
益
計
画
等
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
3
号
議
案　

令
和
元
年
度
（
第
49
年
度
）
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
（
総
代
会

付
議
事
項
）

　

令
和
元
年
度
（
第
49
年
度
）
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

●�

第
4
号
議
案　

松
南
支
店
及
び
農
業
倉
庫
等
の
建
設
に
つ
い
て（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

平
成
30
年
6
月
通
常
総
代
会
の
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
委
員
会
を
設
置
し
て
建

設
地
購
入
、
造
成
工
事
も
平
成
31
年
3
月
に
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
建
設
の
主
な
内

容
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
5
号
議
案　

松
南
支
店
及
び
農
業
倉
庫
等
に
係
る
施
工
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

　

建
設
地
造
成
工
事
が
完
了
、
今
後
は
建
設
に
伴
う
施
工
業
者
選
定
（
入
札
）
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�
第
6
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

役
員
推
薦
委
員
会
で
審
議
し
た
理
事
候
補
者
20
名
（
う
ち
新
人
8
名
）、
監
事
候
補

者
5
名
（
う
ち
新
人
1
名
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
7
号
議
案　

退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
役
員
退
職
金
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

退
任
理
事
8
名
及
び
退
任
監
事
1
名
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
支
給
規
程
の
支
給

額
算
定
基
準
に
基
づ
き
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
8
号
議
案　

役
員
事
務
引
き
継
ぎ
立
会
人
に
つ
い
て

　

常
勤
理
事
が
退
任
す
る
場
合
の
事
務
引
継
は
、
前
任
者
、
後
任
者
の
ほ
か
に
、
理
事

会
で
立
会
人
と
し
て
指
名
を
受
け
た
も
の
及
び
監
事
が
立
ち
会
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
事
務
引
継
立
会
人
を
総
務
部
長
と
員
外
監
事
に
指
名
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

報
告
事
項

①
松
任
市
農
業
協
同
組
合
労
働
保
険
事
務
組
合
の
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

�　

平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
松
任
労
災
保
険
特
別
加
入
組
合
の
収
支
決
算
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り
・
こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定
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Q二重マスの文字をAから順に並べてできる
言葉は何でしょうか？　�（出題者）ニコリ

■作り方
①生しいたけは５mm厚さくらいに切ります。まいた
けは粗く割きます。

②鮭に塩、こしょうをふり、小麦粉をまぶします。
③フライパンにオリーブオイルを入れて少し温め、鮭
を入れて中火から弱火で５分くらい蓋をして火にか
け、鮭の表面が白っぽく変わってきたら裏返して蓋
をして３分くらい焼きます。

④鮭を器にとり、汁が残ったフライパンにきのこ、み
りん、しょうゆを入れて蓋をして煮ます。

⑤きのこが軟らかくなったら、汁ごと鮭にかけます。
■材料
鮭・・・・・・５切れ
塩・・・・・・少々
こしょう・・・少々
小麦粉・・・・大さじ２
オリーブオイル
　　・・・大さじ１～２

生しいたけ・・・４枚
まいたけ・・・・70 ｇ
みりん・・・・・大さじ１
しょうゆ・・・・大さじ１
酒・・・・・・・大さじ１

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

★
タ
テ
の
カ
ギ

①
七
夕
に
彦
星
と
会
い
ま
す

②
オ
フ
の
反
対
語

③
ス
ズ
で
め
っ
き
し
た
鉄
板
。
一
斗

缶
や
バ
ケ
ツ
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま

す
④
手
紙
の
や
り
と
り
で
交
流
す
る
こ

と
⑤
ナ
イ
ア
ガ
ラ
川
に
あ
る
も
の
が
有

名
⑦
時
計
を
掛
け
た
り
絵
を
飾
っ
た
り

⑨
京
都
市
で
行
わ
れ
る
祇
園
祭
は
○

○
○
神
社
の
祭
礼
で
す

⑪
高
倉
健
主
演
の
映
画
『
○
○
○
○

の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
』

⑬
百
貨
店
と
も
い
い
ま
す

⑮
○
○
は
友
を
呼
ぶ

⑯
何
人
か
で
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
競
走

⑰
息
を
吸
う
と
膨
ら
む
臓
器

⑲
観
光
、
夜
行
、
2
階
建
て
と
い
え

ば

①
大
丈
夫
だ
か
ら
、
○
○
○
○
に
乗

っ
た
つ
も
り
で
待
っ
て
て
ね

④
ブ
ー
ブ
ー
と
鳴
き
ま
す

⑥
高
校
の
公
民
の
教
科
の
一
つ

⑦
新
鮮
な
空
気
を
取
り
込
ん
で
汚
れ

た
空
気
を
追
い
出
す
こ
と

⑧
お
好
み
焼
き
に
た
く
さ
ん
入
れ
る

葉
野
菜

⑩
彼
と
は
同
じ
釜
の
○
○
を
食
っ
た

仲
だ

⑫
肩
と
手
首
の
間

⑭
酸
と
混
ぜ
る
と
中
和
反
応
が
起
き

ま
す

⑰
米
国
の
50
番
目
の
州
。
南
の
島
で

す
⑱
焼
き
肉
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
肝
臓
の

こ
と

⑳
由
緒
あ
る
神
宮
や
夫
婦
岩
で
知
ら

れ
る
三
重
県
の
市

㉑
一
番
良
い
物
は
ベ
ス
ト
、
一
番
悪

い
物
は

★�

先
月
号
の
答
え

　
「
ア
マ
ガ
エ
ル
」

★�

応
募
方
法

　

応
募
は
官
製
は
が
き

で
、
答
の
文
字
を
記
入

し
て
、次
の
要
領
で
送
っ

て
下
さ
い
。

★�

応
募
締
切

　

7
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

★�

景　
　

品

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
の
方
に�

『
白
山
ト
マ
ト
カ
レ
ー
詰
め
合
わ

せ
セ
ッ
ト
』
を
お
贈
り
し
ま
す
。

★�

先
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

83
通
の
正
解
の
中
か
ら
次
の
4

名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
景
品
は
『
と
ろ
っ
と
ヨ
ー
グ
ル

ト
メ
ー
カ
ー
』
で
し
た
）

　

坂
木　

循
子　

様

　

米
林　

牧
子　

様

　

板
坂　

可
奈　

様

　

中
川　

智
子　

様

新じゃがのソテーや
春キャベツのサラダを添えると、

新緑の季節にピッタリなメイン料理に
なりますね♪

　　�〒 924-0032

白山市村井町 1776
　JA松任
　　まいどさん
　　　　クイズ係

６２

①こたえ
②広報誌「まいど
さん」への
　ご意見、ご希望
③郵便番号
　住所
　氏名
　年齢、職業

鮭ムニエル・きのこソース鮭ムニエル・きのこソース
女性の会料理クラブ（5月13日開催）
講師：西村  多恵子 先生
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Information Box

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス

表
紙　

青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝　

中
央
支
部

ま
い
ど
さ
ん
6
月
号　

№
５
４
３

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
6
月
12
日
発
行

発
行
／
松
任
市
農
業
協
同
組
合
（
JA
松
任
）

　
　
　

石
川
県
白
山
市
村
井
町
１
７
７
６
番
地

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
７
６–

２
７
６–

２
２
２
２

　
　
　
　

http://w
w
w
.m
atto.is-ja.jp/

編
集
／
総
務
部
総
務
課

印
刷
／
前
田
印
刷
株
式
会
社

ＪＡからのご案内

ペ
ッ
ト
の
お
名
前
：
な
な
ち
ゃ
ん（
♀
）

＊
＊
＊ 

ペ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー 

＊
＊
＊

お
住
ま
い
：
白
山
市
菅
波
町

ネ
コ
年
齢
：
11
ヶ
月（
推
定
年
齢
17
歳
）

＊　

編　

集　

後　

記　

＊

　

６
月
に
入
り
い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
雨
の
日
が
続
く
と
、
わ
が

家
の
子
ど
も
た
ち
は
外
に
遊
び
に
行
け
ず

退
屈
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
近

所
に
歩
い
て
出
か
け
る
用
が
あ
る
時
は
、

晴
れ
た
日
に
は
着
る
こ
と
の
な
い
合
羽
や

傘
を
差
す
こ
と
が
で
き
う
れ
し
そ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

雨
の
日
が
多
く
、
過
ご
し
づ
ら
い
日
が

続
き
ま
す
が
、
晴
れ
間
に
見
え
る
梅
雨
の

星
を
楽
し
み
に
夏
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。


